
≪ 訂正・変更箇所のお知らせ ≫ 

P.5  参加について 

・ 懇親会費 が変更となりました。 

（訂正前）５，０００円 → （訂正後）１，０００円 

 

P.26  稲盛ホール ３月２０日（金） 

・ パネルディスカッション３ の演題名をお知らせします。 

１）医療通訳業務の重要性と業務に伴うリスクの分析 

古田フェルナンダ（医療法人青葉会 神野レディスクリニック） 

２）当院における新生児 GBS 感染症予防対策法と I.C 

寺田淳子（医療法人 真心会 南草津野村病院） 

３）迅速なる超緊急帝王切開術をめざして ―当院の医療チーム連携における取り組み― 

辻俊一郎（市立長浜病院 産婦人科） 

４）新生児ＴＳＳ様発疹症の感染防止対策の一事例 

－帝王切開出生児のカンガルーケアを実施して－ 

渋江由香（野洲病院 産婦人科病棟看護師）  

５）分娩後初回歩行時の転倒予防に関する検討  

   西畑康代、藤田久子（奈良社会保険病院 産婦人科病棟） 

６）当院における院内助産システムの安全性に関する検討 

宮川友美（医療法人今井会足立病院 足立病院） 

 

P.42  山内ホール ３月２０日（金） 

・ 教育講演 の演題名に誤りがありました。 

（訂正後） 安全を創る－医療安全をどのように教えるか 

 

P.74  一般演題２ 

・ 一般演題２ の発表時間が「9：30～11：00」に変更となりました。 

・ 一般演題２ セッション３が追加となりました。 

10：35－11 : 00 

別研２－７ 当院における「妊娠リスクスコア」の検討 

四方寛子、喜多伸幸、村上節１）、髙橋健太郎２） 

滋賀医科大学 産科学婦人科学講座１）、滋賀医科大学 地域医療システム学講座２） 

 

別研２－８ 産婦人科病棟におけるより安全な療養環境～面会者管理と連れ去り防止対策～ 

岸 美代子、宮尾 律子、志摩 久美子 

大阪警察病院 



 

別研２―９ これからの産科医療安全策とは？ 

～過去 30 年の医療過誤分娩事例の医学的状況と争点の変遷から考察する再発防止策 

上杉奈々１)２)、山中美智子３)、平原史樹１) 

横浜市立大学大学院医学研究科生殖生育病態医学１） 

日本学術振興会特別研究員(DC)２） 

大阪府立大学看護学部・看護学研究科３） 

 

・ 一般演題３ は時間の都合により取りやめとなりました。 

 


